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感動したパラリンピックも終わり「強さ弱さ」「多様性」など改めて考えさせられた夏でした。

「結」という字には、「つなぐ」「助け合う」「共同作業」の意味も含まれています。人との結びつき

を大切にしていきたいものです。

当相談員は、９月末で３名の方が辞められます。これまでのご活躍に深く感謝します。長い間大変お疲

れ様でした。また、１０月からは新たに４名の方が仲間に加わります。２１名での新体制となりますが、

引き続き橋渡し役として精一杯活動して参りますので、どうぞよろしくお願いいたします。

編集後記

郡山市では、利用者の方が満足できる質の高いサービスを受けることが

できる環境づくりのため、「介護サービス相談員派遣事業」を行ってい

ます。

この事業は、介護事業者でも行政の職員でもなく、公正中立な立場で、

介護サービスをより良いものにしていきたいという熱意を持った市民に

よって構成された介護サービス相談員が、特別養護老人ホームや介護老

人保健施設、グループホーム等を訪問し、直接利用者やご家族の方など

のお話しを伺い、利用者と介護事業者、行政に伝え橋渡しをすることに

より、介護サービスの向上を目指すものです。

介護サービス相談員は、利用者の皆さまが楽しく

過ごせるように応援しています！

お気軽に相談員にお話しください♪

＜ある介護サービス相談員の思い＞

施設を訪問して、いつも感じることは、介護は「心」であり、「人」である

ということです。優しいハートを持った職員さんが、その場にいるだけでその

場の雰囲気が和み、お年寄りの方々は皆良い顔をしておられます。

いつも訪問する同じ施設、同じフロアーなのに、「人」が変わっただけでそ

の場所は暖かい場所になったり、寒々とした場所になったりと変化します。

私自身も「心」のある相談員活動を続けていきたいと思っています。

ここに座っているだ

けではつまんない。

何かやってくれない

かな…

利用者さんの声と

相談員の感じたこと

利用者さんの手が冷

たいと感じる時が多

い。細やかに空調を

調整してほしい。

私だけおしぼりたた

み嫌だな～でも職員

さんには言えな

い・・・。

ガラス面会は嫌だな

～！家族に手を触れて

話したい。今では家族

と面会できてうれしい。

誕生日に大好きな

みそラーメンが出た

よ

90歳を過ぎた利用者

さんに本を読み聞か

せしている職員さん

の姿が微笑ましい。認知症の利用者さんに

対して否定しないです

べて受け入れる職員さ

んの声かけが素晴らし

い。
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